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1．山陰合同銀行プロフィール  
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ごうぎんチャレンジドまつえ～鰍lら願夏での居邸～  

STEPl構想段階 髄多摩摘、声あ好む  

〃ノ 物の超窟をぽら唱   
○島根県健康福祉部に対し構想を説明し、全面的な協力を得た。   
○商工労働部も交え、詳細なミーティングを定期的に開催し、準備を進  ＼くうえでのポイント、  

「誰に、どのようなことを相談すればよいか？」などアド／〈イスを受ける。   

招り 傾柳の知慮をぼ摘   

○授産施設、養護学校、障がい者就業・生活支援センターなど多くの福祉関係者を訪問。   
○施設のレイアウト、障がいの内容や度合いに応じた机の配置場所、トイレに至るまでのハード面、   

運営上の留意点、コンティンジェンシ叫プランなどのソフト面でのアド／くイスを受ける。  

（笠ノ 像の芦安断   
○障がいのある子どもの親が活動するサークルを訪問し、子育てや生活の悩み、子どもの将来に   
対する親の思いなど直接対話した。   

○親の思いを伺うなかで、障がい者が「自立」をしていいくための仕組みづくりや地域全体での   
サポートの重要性を再認識。  

何ノ 働の声音厨r   
O事業所設置場所の自治会に対し、計4回の地元説明会を開催。   
○当行の構想について説明するとともに、運営面や施設整備面などに関する地元からの要望事項を   

伺った。  

○事業所と地域のコミュニケーションの場を設けて欲しいなど、地元の全面的な理解と協力を  得た。   
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STEP2 骨子を固める  髄あ労ヲリ  

〃ノ鹿屋の才磨を紳ばす  
○職業を通じて、障がい者の才能を伸ばすことができる業務内容を検討。  
○間伐材を加エした通帳ケースや無地のエコバック（お客様向けの当行PR品）に絵を描く業務を  

主要業務とした。  
○絵の才能を伸ばすため、「キミ子方式」の絵の先生を講師として招碑することとした。  

依願叱l者が卓丘す岳ため  
能力を引き出す絵画   

の技法の一つ  
○勤務時間：6時間  

○健康保険、厚生年金、雇用保険等加入  
○月収：8万円程度  

⇒障害基礎年金と合わせ14万円程度の月収  

（参考）  

※障害基礎年金：1級82千円／月、2級66千円／月  

招ノ 営麒Lて「のぞデルゴぐダ  
○事業にかかる経責（人件費や間伐材、絵の具等の原材料費など）は、他の経費を削減すること  
で、  

当行全体の経費増加とならないモデル。  
○年間29百万円程度要する経費は、既存のPR品を廃止したり、既に他へ委託している業務を  
当事業所に委託替えすることで吸収した。  
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〃ノ 捌の彪厨  

○採用方法や雇用前の各種支援制度の利用などについて、以下の関係機関と  
定期的にミーティングを実施。  

島根県健康福祉部t商工労働部、松江市健康福祉部、  
島根労働局、ハローワーク、障害者職業センター、  
障害者就業・生活支援センター  

○松江市近郊の9つの福祉施設に対し、事業概要や当行の求める人材のイメージ   

を  

説明し、応募を呼びかけ。最終的に12名の応募。  

（2ノ 炭労移行支潜幸業によ高腰脚   

○応募者12名のうち、面接を通過した6名が、就労移行支援事業者の全面協力を得て  
職場実習を受け、最終的に6名全員を採用。  

STEP4 開設  
○当初6名からスタート。12月に4名雇用し現在10名。  
○来夏を目途に順次雇用人数を増やし、最終20名程度まで雇用拡大  
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作成した伝票1名刺   

〆ノへ＼喪教 典算数  
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